
いすゾ自動車株式会社

I 工ルフ ハイブリッド・システム

通称名 車 両型式 エンジン型式 適用 時 期 出典資料

VD-NKR81型車
エルフハイブリッド| |4HLiiUエンジン I2005年7月~

VD-NPR81型車
'05型エルフ HYBRID 

新lli III解説1!~ Nu201 -220 

度亙 「平成15年排出ガス規制(新短期規制)Jに対しPMを85%.NOxを25%以上低減し「超低PM排出デイーゼ

ル車(85%低減)JI良一低排出ガス車Jの認定を取得している。

1 概要(図 1-1) 

エルフ ハイブリッド車は エンジンとは別jliUIに設けられたサイドPTO(パワー ・テイク ・オフ)~idl にモー

タ・ジェネレータを配置した PTO型パラレル方式を採用している。また.フレーム ・サイドのハイブリッ

ド・ユニッ ト・ボックスには.長寿命で軽量なリチウム ・イオン・バッテリや.そのほかのハイブリッド・

システム部品をコンパク トに収納.搭載している。このハイブリッド ・システムは，モータ ・ジェネレー

タによる効率の良い減速エネルギIITI収とエンジン ・トルク ・アシストに加え，アイ ドリ ング ・ストップ&ス

タート ・システムやSmoother-E A UTOSHIFTとの組み合わせにより，排出ガスや燃料消費を低減してい

る。

図Iー1概要
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1) 作動(図 1-2) 

(1) 発進/加速(トルク・アシスト)時

エンジン負荷が高い発進時や加速H寺は，ハイブリッド ・バッテリに蓄えた電力でモータ ・ジ、エネレータを駆

動し，エンジンのトルク ・アシス トを行う。これによりエンジン負荷が軽減し，排出ガスや燃料消費が低減

する。

(2) 定速走行時

デイーゼル ・エンジンの特徴を活かし，燃到の良い定速走行H寺にはモータ ・ジェネレータによる トルク・ア

シストは行わず， Smoother -E A UTOSHIFTによる自動変速で省燃費走行を行う。更に，高速走行時はモー

タ・ジ、エネレータを切り離し， フリクション ・ロスを{民有事する。

削減速(回生)時

減速l時には， Smoother -E A UTOSHIFTの変速クラッチ(湿式多板クラッチ)を切り離してエンジン ・ブレー

キによるロスを防ぎ，モータ・ジ、エネレータで回生(発屯)し，減速エネルギを無駄なくハイブリッド・バッ

テリに替えると同H寺に，エンジン・ブレーキと同様のプレーキ力を発生する。

(4)停車時

停車時は.チェンジ ・レバーをN位世にすることでエンジンが自動停止する。不必裂なアイドリングをな

くすことで排出ガスや燃料消費を低減し.また，停車中の騒音も低減する。

加速(トルク・アシスト) 定速走行 減速(回生)

発進・加速 一定速 減速 停車 発進 ・加速

ど /
一

車速

どど- ー由 由 ーーーーーーーーーー ーーーーー

a .... 二~ 、三==--
モータ・

トルク アシスヘ | トルクト¥ジェネレータ・ 回生 回生エネルギ 、 アシス
作動状態

--
エンジン ーーーーー『ーーーーー

エンジン・フリクション
作動状態 自動変速1・よるエコノミ走行 切り厳し

アイドリング・ストップ ヱコノミ走行
ーーーーーーーーーーーー

※一定速走行中にもトルク アシストを行う場合がある.

図1-2 作 動
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2 構造・機能

1) 構成部品の配置

(1) 車両国りの配置図(図 1-3) 

24Vバッテり

匝且

ハイブリッド・
ユニット・ボックス

ハイブリッド・
フ.ロベラ ・シャフ卜

図Iー3 車両回りの配置図

(2) ハイブリッド・ユニット・ボックス回りの配置図(図 1-4) 

サージ ・タンヲ

パワー・ケーブル

車両内世11

ウォータ・ポンフ.

インバータ
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日
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ハイブリッド・
バッテリ

図1-4 ハイブリ ッド・ユニット・ボックス回りの配置図
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(3) メータ回りの配置図(図 1-5) 

2) 構成部品の構造・機能

(1) モータ・ジェネレータ(図 1-6) 

-.1IDi.ヨ・・

図1-5 メータ回りの配置図

ロE寸ハイブリッド・システム
樫空l異常警告灯

モータ・ジェネレータは，発進/加速時にトルクを発生させることでエンジンをアシストし，減速時は運動

エネルギを回生機能で電気エネルギに変換する。

型式表示

オイル・フィラ ・プラグ

オイル・ドレーン・プラグ

図1-6 モータ ・ジェネレータ
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(2)サイドPTO(図Iー7)

モータ ・ジ、エネレータと トランスミッション聞の駆動及び回生の動力伝達に 電気式サイドPTOを使用し

ている。PTOはスペーサを介してト ランスミッション左側に取り付けられ動力の伝達はトランス ミッショ

ンの3速カウンタ ・ギヤを介して行う。

ー-z

矢視Z

図 Tー7 サイドPTO

(3) サービス・ プラグ(図 1-8) 

ノ、イブリッド ・ユニッ ト・ ボックス内部及びモータ ・ジェネ レータ接続部の点検 ・整備時の安全性を確保す

るために，サービス ・プラクヂをハイブリッド・ ユニット ・ボックスに取り付けている。サービス ・プラグを

取り外すことで346V系の高電圧回路が分断される。(ただしハイブリッド ・バッテリl個あたり 173Vで

あるため，取り扱いには注意する)

ーーーーーーーー一

サービス ・プラグ

サービス・プラグ・カバー

図1-8

‘，A 
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(4) ハイブリ ッド・バッテリ

ハイブリッド ・バッテリは，ハイブリッド ・ユニット・ボックス内に2個直列で接続されており，モータ ・

ジ、ェネレータで回生発電した電気エネルギを帯和し， トルク・アシスト時にモータ ・ジェネレータの作動に

屯力を供給する。

(5) インバータ

トルク・アシスト時(発進/加速H寺)は直流ffi:l流を三相交流電流に，回生H守(減速時)は三相交流電流を直流電

流にPWM方式で変換する。
イドス毛 y ユレーシ

霊童日 PWM(Pl附 WidthModulation)制御について(図 1-9) 

PWMとはPulseWidth Modulationの略で，パルス帆変調とも呼ばれている。

一定の屯圧で入力される直流電流をスイッチON/OFFの繰り返しで分割し パルス状の山力屯圧を作る。そ

の出力屯圧の間隔(デユーティ比)を変化させる事で 擬似的な交流電流を取り出す方式である。

直流一一 ー一一一ー一一一ート一一l| 周波数

片卜¥

¥ 
¥ 
¥ 

ノ〆

/
/
 
流交 川凶+

OFF ON 

¥ 
¥ 

/ 
/ 

/ 

¥//  

V 

図 1-9 PWM制御

(6) 出力制限警告灯

・モータ ・ジ.ェネレータ インバータの満度上持やハイブリッド・バッテリの温度上昇.ハイブリッド ・バッ

テリのSOC値(ハイブリッド・バッテ リ充屯状態)低下 ・満充電により，モータ ・ジェネ レータの出力を制

限していると きに点灯する。

・ランプ ・チェックのためにキー ・スイッチON後に点灯し，エンジン始動かつシステムの正常起動で消灯す

る。

-ハイブリッド ・システムに異常が発生した場合に点灯又は点滅する。

(7) ハイブリッド・システム異常警告灯

・ハイブリッド・システムに異常が発生した場合に点灯する。

-ランプ ・チェックのため，キー ・スイッチON後に点灯し，エンジン始動かつシステムの正常起動で消灯す

る。

(8) 表示灯/警告灯点灯条件一貫

ハイブリッド
ブザー

ハイブリッド ・システム異常事寺侍灯 出力制限苦手告灯

パルプ ・チェック 点灯(エンジン始動.システム起動で消灯) 点灯(エンジン始動， システム起動で消灯) な し

作動モニタ な し な し な し

聖子 告 な し 点灯 作動

故際表示 点灯 点灯又は点滅 作動

n
d
 

'
B
A
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3) システム制御

(1) システム図(図Iー10)
ピークル

ハイブリッド ・コントロール・ユニットは， Vehicle CAN通信によってECM(エンジン ・コントロー

ル ・モジュール)からエンジン回転速度や水温，アクセル ・ペダル開度などのエンジン情報， Smoother -E 

A UTOSHIFT ECUからギヤ段，変速クラッチ(湿式多板クラッチ)状態などのトランスミッション制御情報，

ABS/ ASREHCUから ABS/ASR作動状態を受信し共有している。また， MCU(モータ ・コン トロール ・

ユニット)， BCU(バッテリ・コントロール ・ユニット)とのハイブリッドCAN通信により，モータ ・ジェ

ネレータ回転数や温度，インバータ温度，ハイブリッド ・バッテリ充電状態(SOC値)や温度などを受信し

ている。

これらの車両情報，ハイブリッド・システム装置状態，車両系の各スイッチ，センサの作動状態から，ハイ

ブリッド走行時のモータ ・ジ、エネレータ作動による「トルク ・アシスト制御j，ハイブリッド・バッテリ充電

とエンジン ・ブレーキ効果を発生させる「ブレーキ制御j，車両停止時のiHSA(ヒル・スタート・エイド)制

御j，アイドリング・ストップ&スタート ・システムによる「自動エンジン停止及び始動制御jなどの作動を

判断し必要な作動要求信号，回転指令値， トルク指令値(発電量)などをECM及び各ECUに出力する。

アクセル・ペダル

4 

MCU:モータ・コントロール・ユニット
BCUバッテリ ・コントロール・ユニット
EHCU:エレク卜口ニック ・ハイドロリック ・コントロール・ユニッ ト

図1-10 システム図

q
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(2) システム入出力信号(図 1-11) 

センサ，スイッチ.信号入力

.キー・スイッチ(ON)

-キー・スイッチ(ST)
• HSA OFFスイッチ(ON)
-アイドリング・ストップ・スイッチ

・バキューム・スイッチ

・パーキング・プレーキ スイッチ

・ブレーキ スイッチ

-ブレーキ油圧スイッチ

バッテリtt.スイッチ 同+
. PTOスイッチ

・デfータ・リンク・コネクタ(DLC)
.パイプリッド水温センサ
. ]匝速センサ

・アウトプット・シャフト回転センサ

. PTO駆動パルプ作動信号

• PTO保符パルプ作動信号
.温度管理車冷凍機作動信号

ECM (Vehicle CAN通信)

・アイドリング・ストップ鍍止要求

.エンジン回転速度

・エンジン水温 |ーー砂
.アクセル・ペダル開度

. DPD再生状態

↓
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ABS/ ASR EHCU (Vehicle CAN通信)

| ABS/ASR状態 同+

モータ・コントロール・ユニット(MCU)

(ハイブリッドCAN通信)

-モータ回転速度

・モータ温度

-インバータ温度

.故障情報

ーー争

バッテリ ・コントロール・ユニット(BCU)

{ハイブリッド CAN通信}

ハイブリッド ・バッテリ充電状態(SOC健}

・ハイブリツド ・バッテリ髄 |ーー+
.ハイブリッド・バッテリ温度

-故障情報

-.81.ョ・・

ハイブリッド・システム電源(24V)

一+1ハ例ツ州ドシ以ステ弘ムリ
1.メイン.リレー(+)

一+|::jt二作計九ヵ|ー+|:51ぶ:;?に-

リレー，ランプ制御出力

-ラジエータ・ファン ・リレー

・ウォータ・ポンプ ・リレー

・ヒータ&A/Cリレー

-アイドリング ・ストップ表示灯-ーi・アイドリング・ストップ警告灯
-ハイブリッド ・システム異常讐告灯

.出力制限警告灯

• HSA表示灯
. HSAパルプ1.2 

. PTO駆動パルプ ・リレー

. PTO保持パルプ ・リレー

・温度管理車冷;車線作動出力{リレー〉

ECM (Vehicle CAN通信)

一+1アイドリング ストップ要求
Smoother.E AUTO SHIFT ECU (Vehicle CAN通信)

ー+ 1・ハイブリッド制御状態
ハイブリッド・I . I 
コントロール・

ユニット
モータ ・コントロール・ユニット(MCU)

(ハイブリッドCAN通信)

ー....1・トルク指令値
ト回転指令値

"'1'KW2竺

図1-11 システム入出力信号
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(3) システム制御内容

車問走行状態 制御名称

発進/1111i率l時 トルク ・ アシスト~j1Hð'P

変述H寺 シフト ・チェンジi時モータ ・ジェネレータ切り縦し制御及び接続制御

日述走行l侍 高速巡航|時のモータ ・ジェネレータ切り離し市Ij御及び接続制御

減述1時
プレーキA(エンジン ・ブレーキ切り離し+回生ブレーキ)制御

ブレーキ B(エンジン ・ プレーキ +ml ~tブレーキ)制御

走行H寺 走行中充屯制御

そのほかのモータ ・ジェネレータ切り離し制御

宇!;~l判l寺
アイドル充)(1:制御

アイドリング ・スト ップ&スタート ・システム制御

HSAシステム市IH卸
システム ・シャッ ト・ダウン

'ii¥.U寺
CAN通信

(イ) システム ・シャッ ト・ダウン

ハイブリッド ・コントロール・ユニットは， MCU(モータ ・コントロール・ユニ ット)典常， BCU(バッテ

リ・コントロール・ユニット)異常.モータ ・ジェネレータの接続異常などを検知した場合，安全にハイブ

リッド ・システムを停止させ，モータ・ジ、ェネレータの接続を切り離してエンジン動力のみでの自走が可能

な状態にする。また， ECM(エンジン ・コン トロール ・モジ、ユーJレ)， Smoother -E A UTOSHIFTでの異常

発生時もハイブリッド ・システムを停止させる。

システム ・シャット ・ダウン時は， PTOクラッチの「断J，ハイブリッド用の高屯庄メイン ・リレー，ハイ

ブリッド ・システム ・リレーのOFF出力を行い ハイブリッド ・システム異常瞥告灯の点灯，故障コード

の書き込みを行う。

(同 トルク・アシスト制御

トルク ・アシスト制御は，発進時/jJ[I速時に行われ ギヤ段2-6速のアクセル ・ペダルON時にモータ ・

ジ、ェネレータのイ乍動により，エンジンのトルク ・アシストを行う制御である。

モータ・ジェネレータはエンジン ・トjレクに応じた トルク ・アシストを行い，エンジン低回転域で高いトル

クを発生し，エンジン回転の上昇に伴ってトルク・アシス ト丑を小さくする。エンジンは， トルク ・アシス

ト誌に左右されずに通常のトルクを発生するので ドライパが求める加速は，通常よりも少ないアクセル ・

ペダル開度で得ることができる。

川 シフト・チェンジ時モータ・ジェネレータ切り離し及び接続制御

サイドPTO及びモータ ・ジェネレータは， トランスミッションの3速カウンタ ・ギヤにて動力伝達を行う

ため，それらによる回転慣性が， トランスミッション変速時のシンクロナイザへの負担となる。

そのため，変速時に「シフト ・チェンジ時モータ・ジ、ェネレータ切り離し制街リを行い， PTOクラッチを「断」

にしてトランスミッションの変速を行う。

また， トランスミッションのギヤイン完了後に「シフト ・チェンジ時モータ・ジェネレータ接続制街リを行

い，モータ ・ジェネレータの回転速度をトランスミッションのカウンタ ・シャフト回転に合わせた状態で，

PTOクラッチの「接Jを行う。

(ニ) 高速巡航時のモータ・ジェネレータ切り離し制御及び接続制御

高速走行中は，エンジン動力のみでの走行が燃費的に布利なため，モータ ・ジェネレータによるトルク ・ア

シスト制倒J，ブレーキA制御，ブレーキB制御はfiわない。そのため，モータ・ジェネレータのフリクショ

ンは高速走行中のロスとなり 車速75km/hを超えたときに「高速巡航時のモータ ・ジェネレータ切り離し

一15 -
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制倒リを行い， PTOクラッチを「断Jにすることで，モータ ・ジ.ェネレータのフリクション ・ロスを減らす。

また，モータ ・ジェネレータ切り離し制御中の高速走行で，車速が65km/h以下に下がったときに「高速巡

航時のモータ・ジ‘ェネレータ接続制倒リを行いモータ・ジ‘ェネレータを再接続する。高速巡航時のモータ ・

ジェネレータ接t売制御は，モータ・ジェネレータの回llii速度を トランスミッション・カウンタ ・シャフト回

転に合わせた状態で， PTOクラッチの「接Jを行う。

(ホ) そのほかのモータ・ジェネレータ切り離し制御

以下の場合にはモータ ・ ジ、エネレータを切り出I~す制御を行う 0

・ギヤ段がN又はRで，車速が5km/h以下のとき。

・ハイブリッド・バッテリの温度がー20t以下.又は60t以上のとき。

・モータ温度，インバータ温度が高温のとき。

(ベ ブレーキA(エンジン切り離し+回生ブレーキ)制御
排気ブレーキ・スイッチOFF ギヤ段4速以上での走行中で アクセル・ペダルをOFFしたときに「プレー

キA(エンジン切り離し+回生プレーキ)制御」を行う。

ブレーキAfljlJ御はモータ・ジェネレータを回生作動させることで，車両の運動エネルギを屯気エネルギに

変換し発電した電力をハイブリッド ・バッテリに充屯する。また，モータ ・ジェネレータの回生作動はエ

ンジン・ブレーキと同じ効果を得るため，車両の減速を同時に行うことができる。

ブレーキA制御の作動中は， Smoother-E A UTOSHIFTの変速クラッチを「断」にし，エンジンとの伝達を

切り雌すことで，エンジン ・ブレーキによるエネルギ・ロスをなく し，回生効率を高める。

(卜)ブレーキB(エンジン・ブレーキ+回生ブレーキ)制御

「ブレーキB(エンジン ・プレーキ+回生プレーキ)制御」は，排気ブレーキ ・スイッチONの場合，又はハイ

ブリッド ・バッテリ SOC値が高い場合.あるいは手動操作によるシフト・ダウンが行われた場合の，アク

セJレ・ペダルがOFFされたときに作動する。

モータ・ジ、ェネレータの回生作動により，発電した屯力をハイブリッド・バッテリに充屯する機能はブレー

キA制御と同様であるが，ブレーキB制御はSmoother-EAUTOSHIFTの変速クラッチを「接jにすること

で.エンジン ・ブレーキ及び排気ブレーキを有効にしブレーキA制御よりも強いIliIJ動力を得ることがで

きる。

(チ) 走行中充電制御

走行中充屯制御は，車両走行中のエンジン動力でモータ ・ジ、エネレータのジェネレータ機能を作動させ，発

屯した電力をハイブリッ ド・ バッテリに充電する。

(リ)アイドル充電制御

アイドル充電制御は，ハイブリッド ・バッテリのSOC値が著しく低下したとき，車両停車中のエンジン ・

アイドリング動力でモータ ・ジ、ェネレータのジ.ェネレータ機能を作動させ，発屯した電力をハイブリッド ・

バッテリに充屯する。

- 16 -



-.u:・E温・・

3 点検整備のポイント

1 ) 整備上の注意事項(図 1-12) 

怪童日正しい取り扱いをほいと.生命にかかわるような重大な傷害を受けるおそれがあるので.正しい作業を行

うこと。

-ハイブリ ッド自動車の高電圧部分の点検 ・整備を行うためには.ド低圧電気取扱業務に係る特別教育講習」

を受講することが義務付けられている。(労働安全衛生法第59条及び同法安全術生規則第36条凹項の規定)

※低圧電気:直流で750V以下の氾圧.交流で600V以下の屯圧を示す。

・ハイブリッド・ユニット ・ボックス内部及びモータ ・ジ、エネレータ接続音15の点検 ・整備を行うときは絶縁手

袋(600V以下低圧屯気用)を装着し次の手順に従って作業を進めること。

①キー ・スイッチをLOCK位置にして抜き取る。

②24V系バッテリのマイナス端子を外す。

③絶縁手袋(600V以下低圧電気用)を装訴する。

@ハイブリッド・ユニット・ボックスのサービス ・プラグ ・カバーを外し，サービス ・プラグを外す。

-サービス・プラグは他の作業者に波さないこと。(他の作業者が誤って接続するおそれがあるため)

⑤5分以上時間をあける。(コンデンサ放屯のため)

⑥ハイブリッド・ユニッ ト・ボックス自15，モータ・ジ、ェネレータ接続部の作業を行う 0

.作業前にテスタなどで作業部の屯圧がないことを確認すること。

・ハイブリッド ・ユニット ・ボックス上剖iカバーを外した後は，サービス ・プラグ ・カバーを組み付けておく

こと。

. 346V系のハーネス類は，オレンジ色の被積で識別している。(日本電動車両テクニカルガイドライン)

-サービス ・プラグを外しても，ハイブリッド・バッテリ111li1あたりの電圧は最高で約200Vあるので注立す

ること。

一一一ー一

サービス・プラグ

サービス・プラグ -カバー

図I-12 整備上の注意事項(サービス ・プラグの取り外し)

2) ハイブリ ッド・バッテリの液漏れ時の処置

直 童日正しい取り扱いをしないと，生命にかかわるような重大な{仰を受けるおそれがあるので， 正いザF腕行

うこと。

(1 )液の拭き取りは，保護メガネ， ゴム手袋を活:用して乾いた布で拭くこと。このとき.火気を近づけないこと。

なお，多iitにHi:l1昨液が漏出した場合は.防災用マスクを活用すること。

司-
可

E
A



-E・E・E温・・

( 2)mj~~液が日に入った場合，皮膚に触れた場合及び吸入した場合は，次の処置をすること 。

'F!に入った場合:こすらずに直ちに水道水で15分間以上洗った後，医師の診断を受けること。放置すると

Hに傷害を与える可能性がある。

-皮脂に触れた場合:石鹸を用いて水で十分に洗い落とすこと。放置すると皮膚に炎症を起こす可能性がある 0

・吸入した場合:直ちに新鮮な空気の場所に移動して安静を保ち，医師の診断を受けること。

3) 自己診断及びダイアグ・コード(DTC)

(1) 自己診断機能

エンジンRUNII寺にハイブリッド ・コントロール ・ユニッ トは 重要な配線及び、構成部品のセルフ ・テス ト

を実施し，システムに不具合を検出した場合，ハイブリッド ・コン トロール ・ユニットのメモリに記憶す

ると共に， DTCによってはパックアップ制御を行う。また，走行に影響する異常がシステムに発生すると，

メータ・パネル内のハイブリッ ド・システム異常幹告灯を点灯又は点滅させてドライパにまIJらせる。

(2) DTCの表示手順(図1-13) 

ハイブリッド ・コントロール・ユニットに記憶された

現在及び過去のダイアグ ・コード(DTC)は，データ ・

リンク ・コネクタ(DLC)をショー トさせることにより.

ハイブリッド・システム異常警告灯を点滅させて表示で

きる。

①キー ・スイッチをONにしてウォーニング・ランプが点

灯することを陥認する。(バルブ ・チェック)

②キー ・スイッチON，又はエンジンを始動した状態にす

る。

③DLCのNu3ピンとぬ4ピンをショー トさせる。DLCは 図1-13 DTCの表示手順(DLCの位置)

黒色の16極コネクタで，インス トルメン ト・ パネル右端下部にある。

①ハイブリッド ・システム異常警告灯の点滅回数を読み取る。

⑤DTCは，ダイアグ ・コード一党によって内特を判断する。

(3) DTCが記憶されていない場合

システム正常を表すコードilJを繰り返し表示する。

(4) DTCが記憶されている場合(図 1-14) 

DTCの内容をブザー音とハイブリッ ド・ システム典常瞥告灯によって諮問することができる。(ダイアグ ・

コード一覧参照)

l個の故障につき，上記出力を3回繰り返される。その後，複数の故障がある場合は次のコード出力に移行

する。出力順は， DTC Nuの小さい順に行われる。

コード25の湯合

点灯

消灯

1の桁

図Iー14DTCが記憶されている場合

- 18 -
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t4 =約2.4秒



-.1Dl・E・-

(5) 現在故障と過去故障について

今現在発生している故障と過去の履歴として残っている故障の出力手段を変えることで区別している 0

・過去故障:ハイブリッド ・システム典常特告灯

-現在放|埠:フ守ザー音&ハイブリッド・システム異常瞥告灯

(6) DTCの消去方法

ハイブリッド ・ コントロール ・ ユニットに記'隠されたダイアグ ・ コ ー ドは，その故1~~ f';IS位を修復しても消去

されない。 ダイアグ・コードを消去するには以下の~領で強制消去する。

①キー・スイッチON.車両停車の状態にする。

②DLCのぬ3ピンとNu4ピンをショートさせる。この状態で，以下の操作を行うとDTCが消去される。

①ブレーキ・ペダルを踏む。

@パーキング ・ブレーキを引く。

⑤ アイドリング ・ストップ&スター ト・システム ・スイッチを5秒間に3回以上ON-OFFする。

(7) ダイアグ ・コード(DTC)一覧

DTC 
フラッシュ D T C 名称
-コード

P1630 13 オルタネータ興常

PI005 14 24Vバッテリ劣化(24Vバッテリの比m低下)
PlOOl 21 PTO駆動パルプ ・ オープン放1~1~:

PI002 21 PTO駆動パルプ ・ショート故防

PlO03 22 PTO保持パルプ ・ オープン放1~1~

PI004 22 PTO保持パルプ ・ショート放附

P1510 23 PTOスイッチ ・オープン放|続

P1512 23 PTOスイッチ ・ショート故防

PIOll 24 ハイブリッド水j品センサ災7it

P0500 25 III述センサ断線

P0501 26 事述セ ンサ ・ パルス災~，~~. 

P0885 27 
ノ、イブリッド ・システム・メイン・リレー ・オープン放|節

(ノ、イプリッド24Vシステム・メイン ・リレー ・オープン故障)

P0888 27 
ハイ ブリッ ド・システム ・メイン ・リレー ・ショート故障

(ハイ ブリッド24Vシステム ・メイン・リレー・ショート故防)

P0720 28 アウ トプッ ト・シャフト凶il伝センサ典'it

P0571 29 ブレーキ信号異常

P1l51 3l ハイブリッド ・バッテリ過1l1LE総氾圧倒布(BCUによる診断)

PllOl 32 ハイブリッド ・バッテリ過屯!五CellControllel'故障1(BCUによる診断)

Pl102 32 ハイブリッド ・バッテリ巡屯J五CellController故障2(BCUによる診断)

Pl103 33 ハイブリッド ・バッテリ過放屯総屯圧故障(BCUによる診断)

Pl104 33 ハイブリッド ・バッテリ過放'，11Cell Contl'ollel'故防(BCUによる診断)

Pl105 34 ハイブリッド ・バッテリ温度過熱故!な(BCUによる診断)

Pl107 35 ハイブリッド ・ バッテリ過氾流放1~1 (BCU による診断)

Pl108 36 
Cell Contl'ollel'ハードウェア)X，'i;io診断
(ハイブリッド・バッテリCellControllcrハードウエア奥'i;io(BCUによる診断))

Pl109 37 
Cell Con tl'oller通信異常故|樟
(ハイブリッド ・バッテリ CellContl'ollel'通信災常(BCUによる診断))

PlllO 38 
ハイブリッド過屯圧信分ライン診断

(ハイブリッド ・バッテリ過'，11庄日号ライン診断(BCUによる診断))

-19 -
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DTC フラッシュ D T C 名称
-コード

Pllll 39 ハイブリッド ・バッテリ屯圧センサ故障l(BCUによる診断)

Pll12 39 ハイブリッド ・バッテリ屯圧センサ故障2(BCUによる診断)

Pll14 41 ハイブリッド ・バッテリ屯流センサ故障(BCUによる診断)

Pl1l5 42 山¥[t圧絶縁低下l(日f[圧回路絶縁低下l(BCUによる診断))

Pl1l6 42 j(li'dl圧絶縁低下2(日H1圧回路絶縁低下2(BCUによる診断))

Pll17 43 ハイブリッドl'lj~l1庄 リレー接点i谷治故障(BCU による診断)

Pll18 43 ハイブリッド苅電圧リレー接点未駆動故障(BCUによる診断)

UllOl 44 BCU CAN通信契常l(BCUによる診断)

Ull02 44 BCU CAN通信異常2(BCUによる診断)

Ull03 44 BCU CAN通信災'ii¥'3(BCUによる診断)

Ull04 44 BCU CAN通信災;'ii¥'5 -1 (BCUによる診断)

Ull05 44 BCU CAN通信呉;'ii~5-2(BCUによる診断)

Ull06 44 BCU CAN通信興常6-1 (BCUによる診断)

Ull07 44 BCU CAN通信異常6-2(BCUによる診断)

P1119 45 絶縁検出回路故障(BCUによる診断)

P1081 46 ファン駆動回路放隙(BCUによる診断)

P1l20 47 12V 'ilLi/M~.常 1(BCUによる診断)

P1l22 47 12V'ilii/)j[巽常2(BCUによる診断)

Pl121 48 ハイブリッド ・バッテリ劣化

Pll13 49 BCU AlD回路故障(BCUアナログ ・デジタル変換回路故障(BCUによる診断))

P0512 51 スタータかみ合い異i;;~.

P1006 52 11励エンジン始動不測

P1007 53 11動エンジン停止不制

U0400 54 エンジン回転信号災常

U0401 55 アクセル開度信号異常

P120l 61 モータ駆動回路故防(MCUによる診断)

P1202 62 MCU 12V屯i既製~'ìi\' (MCU による診断)

U1201 63 MCU CAN通信拠常1(MCUによる診断)

Ul202 63 MCU CAN通信災'ii¥'2(MCUによる診断)

PI031 64 インバータ過熱(MCUによる診断)

P1025 65 モータ過熱(MCUによる診断)

PI078 66 インバータ故際(MCUによる診断)

PI053 67 日圧電源過屯圧興'ii¥'(MCUによる診断)

P1l25 68 モータ温度異常

P1l31 69 インバータj制度異常

P1020 71 モータ温度センサ累計¥'(MCUによる診断)

PI036 72 インバータ温度センサ異常(MCUによる診断)

PI059 73 日圧系直流電圧センサ異常(MCUによる診断)

P1051 74 モータ電流センサ異常l(MCUによる診断)

PI052 74 モータ¥:11流センサ典常2(MCUによる診断)

P1035 75 モータ回転センサ典'ii¥'(モータ回転センサ(レゾルパ)興常(MCUによる診断))

P1040 75 
モータ回転センサ初期チェック異常

(モータ回転センサ(レゾルパ)初期チェック災常(MCUによる診断))

-20 -



-E帽置・圃E温・・

DTC フラッシュ D T C 名称
-コード

P1041 75 モータ回転センサ回断然常(モータ回転センサ(レゾルパ)回路異常(MCUによる診断))

P1042 75 モータ後音11回転センサ発振興'ii¥'(モータ回転センサ(レゾルパ)発振興協・(MCUによる診断))

U0111 81 BCU Local CAN通信ID異常

UOllO 82 MCU Local CAN通信ID県常

U0073 83 Vehicle CAN通信異常

U0100 84 ECM Vehicle CAN通信典'iif

UOl01 85 Smoother -E A UTOSHIFT Vehicle CAN通イJ災常

U1073 86 HYBRID CAN通信奨常

C1001 91 HSAパルプl断線

C1002 91 HSAパルプ2断線

C1003 91 HSAパルプ1ショー トi則的

C1004 91 HSAパルプ2ショート故防

P1301 92 ハイブリッド ・バッテリ過m圧総屯圧瞥告
P1302 92 ハイブリッド ・バッテリ過屯圧CellController終告(BCUによる診断)

P1303 93 ハイブリッド ・バッテリ過放屯総電圧著書告(BCUによる診断)

P1304 93 ハイブリッド ・バッテリ過放屯CellController終告(BCUによる診断)

Pll06 94 ハイブリッド ・バッテリiJ，;U3!過熱CellCon troller弊告(BCUによる診断)

P0614 95 EOU':・き込みデータ災?

P0605 96 ECU故障

P1l26 99 ハイブリッド ・システム起動不良
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